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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究は，地形的には扇状地堆積物による多数の埋め残し残丘と6－8面の段丘面を有し，水文的には灌概水に
よる季節的な地下水酒養が顕著な今市扇状地をフィールドに選定し，その複雑な内部構造と地下水循環系との関
係を，複数の酒養源からの水の扇状地内部における混合と子扇状地地下水と墓盤地下水との交流関係に焦点を含
わせて研究したものである。その結果以下の結論が得られた。
　1）電気探査資料と収集したボーリング資料を解析することにより，この扇状地の墓盤上には旧河道と考えら
れる幾筋もの谷地形の存在と，基盤上面の逆傾斜地形の存在が明らかになった。これらの埋没谷地形は地下水流
動の水みちとして機能していた。
　2）基盤上面の逆傾斜地形の位置は，接峰面図上の山麓線の位置，衛星写真で判読したリニアメントの走向，
さらに水系網の形態と調和的であった。これらを根拠に，この逆傾斜地形は断層により形成されたものと解釈し
た。
　3）2地点で新たに掘削した深さ200聰のボーリング孔を利用して，地下水ポテンシャルの鉛直分布を測定した。
また孔内で層別に採取した地下水の水質と同位体の分析により，基盤地下水と扇状地地下水との交流関係を明ら
かにした。
　4）地下水の測水調査を灌概期と非灌概期に各2回ずつ実施し，地下水面形とその季節変動を明らかにした。
また採取した地下水の水質と同位体比を測定し，それらの分布状態を明らかにした。
　5）その結果，断層と谷地形を含む複雑な基盤上面の起伏が，扇状地内部の地下水の三次元的流動の基本構造
を支配していることが明らかになった。これまで解釈が困難であった湧水の線状配列は，断層割れ目から湧出す
る基盤地下水の影響を受けていると解釈された。
　6）扇状地地下水の酒養源は，雨水，大谷川河川水，灌概期の灌概水，非灌概期の基盤地下水の4種類であり，
同位体と水質の分布状態から，河川水は主として扇頂部，雨水は扇央部，また基盤地下水は扇端部の地下水をそ
れぞれ酒養していることが明らかになった。
　7）2成分系を仮定することにより，異なる潤養源の水の混合比が，扇状地内部における地下水の流動過程で
変化する様子が，酸素同位体比及び全陰イオンに対する（α一十SO垂2一）比から明らかにされた。
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　8）それらの混合比は基盤の形状と地下水流動の卓越方向に強く支配されており，地域によってそれぞれ異な
る値を示した。
　9）以上の結果を総合的に解釈することにより，扇状地の内部構造及び基盤の形状と地下水流動系との関係が
明らかにされた。
審　　査　　の　　要　　旨
　扇状地の地下水流動に関しては，すでに多くの研究がなされているが，複雑な地質構造を持つ扇状地について，
地下水の三次元的流動とその季節変化を解明した研究はほとんど無かった。その最大の理由は，扇状地の地下地
質構造と，基盤地下水と扇状地地下水の交流関係に関する情報の入手が，共に困難だったことによる。著者は，
電気探査資料の再解析とボーリング柱状図の再吟味，及び新たに掘削された基盤まで達するボーリング孔で得ら．
れた地下水情報を利用することにより，墓盤上面の谷地形と断層の存在を明らかにし，地下水流動が基盤地形の
形状に強く支配されていることを示した。また水分子を構成している同位体（3H，2貫，180）から得られた，地
下水循環に関する時問情報と空聞情報を利用して，扇状地内部における湧養源の異なる水の混合状態を詳細に明
らかにした。その結果，この扇状地の特殊な湧水分布が，埋没旧河道と断層に支配されていることが明らかになっ
た。結論として，本研究は，地質構造と地下水流動系との関係を明らかにした独創性の高い研究と評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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